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コンセプト
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3つの「知」の融合で、
効果的なリスクコミュ
ニケーション環境を



何が起きるかを考える力

¾ 地域防災計画を策定するための基礎となる被害想定には
多くの有益な情報、とりわけ地域にどのような災害危険
があるかということを、数量的かつ空間的に把握できる
もの（ハザード情報）を提供している。

¾ しかしそこには情報が持つ一定の不確定性が必ず含まれ
ており、利用に際してはその精度や適用範囲に、一定の
「限界」が存在することへの認識が不可欠である。

¾ さらにハザードからリスクへの翻訳能力が個人にも、地域
のコミュニティのような組織にも、求められている。



災害をシナリオで考える

専門知

専門家や行政の
ほうが

持っている「知」

災害現象に関する知
防災対策に関する知
各種法制度に関する知
災害対応に関する知

地域知・経験知

地域住民のほうが
持っている「知」

地域固有の特徴・事情
社会的背景

災害時の対応行動
住民の相互関係
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物語があると災害はわかりやすい

地震のショックによる脳梗塞で８０歳男性死亡

（総務庁消防庁災害報告第71報）小国町

家は無傷だったが、本震から二日後の25日夕、裏山が崩れる危険があり、妻イクさん

（72）とやむなく自主避難した。ところが近くの避難所に行ったところ「満杯だ」と断ら

れ、次に向かった避難所でも断られた。「助けてください」イクさんが頼み込み、何とか

一畳半ばかりのスペースを確保してもらった。腰を下ろし、夕食のパンと牛乳を食べ

て、「あー、うまかった」と満足そうにいった。持病の薬を飲み、イクさんに付き添われ

て仮設トイレに行く途中、突然妻の腕の中で力尽きた。脳梗塞だった。地震後体調を

崩したり、疲れを口にしたりすることなどはなかったという。イクさんは「自分の建てた

家が土砂崩れの下敷きになると思ったら、ショックが大きかったのではないでしょうか」

と夫の心労を思いやった。

（東京新聞「かけがえのない命－新潟県中越地震①」小国町 高橋勇吉さん（80）
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シナリオ作成型避難所運営ワークショップを核にした
地域のリスクガバナンス構造見直しの全体イメージ（藤沢でのモデル）

シナリオ作成型
避難所運営
ワークショップ

シナリオ

ステークホルダートライアングル

行動計画地域住民
（ＷＳ非参加者）

地域住民
（ＷＳ参加者）

町内会
自主防災組織

避難所運営委員会

行 政
（市民センター）

地元防災
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①参加

③回覧

④コメント

⑤編集

ボランティア

編集
脚本化

⑥ラジオドラマ化（コミュニティＦＭ）

④
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②結果
のＦＢ



地域協働の重要性
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シナリオをドラマにする

ワークショップの記録

関係者のコメント 放送

練習脚本化

収録

関係者の
コメント 放送


